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5月下旬、緊急事態宣言が全国で解除され、新型コロナウィルスに細心の注意
を払いながらの生活が始まりました。企業や学校、飲食店や商業施設など社会経
済活動のさまざまな場面で、政府の専門家会議が提言した「新しい生活様式」や
「具体的な実践例」などを参考にした、新しいスタイルが導入されています。私
たちは、果たしてこの新しい様式に慣れることができるのでしょうか？「具体的
な実践例」から、身近なシーンについて考えてみました。

買物
実践例のうち「 1人または少人数ですいた時間に」や「レジに並ぶときは前後

にスペース」は、食料品など生活必需品の買物が外出自粛要請の対象とならず、
スーパーマーケットなどが早くから対応していたので、既に日常の一部になって
いると感じます。「通販も利用」は、これまで浸透していなかった人々の間で広
まるのではないでしょうか。
ただ、通販については、輸送の問題が気になります。宅配のドライバー不足が

ますます深刻化するのではないかと。玄関前の置き配は、感染予防になることで
注目されましたが、今後は、再配達が避けられる点が評価され、普及すると思わ
れます。ドローンの利用が加速するかもしれません。「ネットで注文した食材が
ドローンでマンションのベランダに運ばれる」光景が、社会実験ではなく、日常
の一コマになる日は案外近いかもと想像してしまいます。

働き方
私の職場では、「時差通勤でゆったりと」と「対面での打ち合わせは換気とマ

スク」にはすぐに対応できましたが、テレワークやオンライン会議はゼロからの
スタートでした。仕事と生活が両立しやすいとして、かねてより推奨されていた
ものの、仕事の内容・質からなじまないという理由でほとんど検討していなかっ
たためです。
今回、私自身、週に 1日ですがテレワークを何度か経験してみて、パソコンと

メールがあれば、思ったより仕事ができると実感しました。その一方、ずっと仕
事をしている感覚でオフィスでの勤務にはない疲れが出たり、人と顔を合わせず

「新しい生活様式」に慣れることはできるか？
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一日中パソコンに向かうのが辛かったりもしました。
テレワークの流れは、この感染症が収束した後も止まらないでしょう。既に一

部の大企業では、テレワーク前提の働き方に切り替える方針を打ち出していま
す。私の職場も、職員の健康管理、疎外感を和らげるための工夫、情報セキュリ
ティの確保などの課題に向き合いながら、テレワークを取り入れたより良い環境
作りを目指さなければと考えています。

食事
「具体的な実践例」で最も頭を抱えたのが食事です。「持ち帰りや出前　デリバ
リーも」はこれまでの日常の延長線上なので違和感はなく、「大皿は避けて料理
は個々に」も抵抗はありません。しかし、「対面ではなく横並びで座ろう」や「料
理に集中　おしゃべりは控えめに」から想像できるのは、自宅でテレビやスマホ
片手に、あるいはファストフード店のカウンター席で黙々と食べる姿です。飲食
店ではテーブルの真ん中に透明なアクリル板を立てて対面を避けるよう工夫が
され、学校では、給食をお友達と離れた自席で静かに食べるよう指導されている
ようですが、どうもしっくりきません。ある霊長類の研究者によれば、人間が集
まって食事をするのは、食物がけんかのもとになるため分散して食べるサルと異
なり、食物を他人と親しくなるための道具、つまり、社会的手段として活用する
ことによって信頼できる関係を拡充してきたからだそうです。「一緒に食事をす
る」という、ヒトとしてのいわば根源的な習性は、一長一短に捨てられるもので
はないのです。食事は避けるべき三つの密（密集、密閉、密接）の最たるもので、ひ
とたび感染者が出れば、家族とですら禁じられるため、我慢するしかないです
が、旬の食材を使ったおいしい料理を親しい人と会話をしながら楽しむ生活に 1

日も早く戻ることができればと切に願います。

外出自粛やイベント中止など暗いニュースが多かった中、「新しい生活様式」
という言葉は、気持ちを前向きにさせてくれました。感染の不安は依然として続
き、特に今年の夏は感染予防と熱中症の両方に注意しなければなりませんが、こ
の原稿がみなさまの目に触れる頃、今（ 6月上旬）より少しでも明るい状況となっ
ていることを祈るばかりです。

（独立行政法人農畜産業振興機構 総括理事　瀬島浩子・せじま ひろこ）

農林中金総合研究所 
https://www.nochuri.co.jp/




